
さ
れ
て
い
な
い
荷
札
は
床
鋼
に
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
だ

し
、
重
量
の
記
載
も
な
い

一
点
に
つ
い
て
は
荷
の
種
類
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
得

な
い
。
荷
札
の
時
期
は
差
出
人
の
名
か
ら
嘉
永
二
ｉ
七
年
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
三
幸
銅
出
に
つ
い
て
は
、
小
葉
田
淳

「鉱
山
稼
行
と
そ
の
周
辺
―
若

狭
、
三
光
銅
山
の
場
合
―
」
翁
史
林
』
五
七
十

一
　

一
九
七
四
年
）
、
同

「若
狭
三

光
銅
の
大
坂
廻
送
と
銅
座
売
上
」

（
ご

（一一

翁
住
友
修
史
室
報
』
八
、
九
　
一
九

八
一一年
、

一
九
八
三
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

釈
読
と
三
幸
銅
山
に
つ
い
て
は
住
友
史
料
館
今
井
典
子
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

鈴
木
秀
典

。
清
水
ひ
か
る

「江
戸
時
代
最
大
の
精
錬
遺
跡

住
友
銅
吹
所
の

発
掘
」
（働
大
阪
市
文
化
財
協
会

『
葦
火
』
二
九
　
一
九
九
〇
年
）

鈴
木
秀
典

。
清
水
ひ
か
る

「同
右
―
そ
の
２
１
」
（同

『葦
火
』
三
一　

一
九
九

一
年
）

（鈴
木
秀
典
）

大
阪
・
山
之
内
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
大
阪
市
住
吉
区
山
之
内
元
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九

一
年

（平
３
）
二
月
―
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
働
大
阪
市
文
化
財
協
会

４
　
調
査
担
当
者
　
松
本
啓
子

５
　
遺
跡
の
種
類
　
鋳
造
関
係
遺
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
休
生
時
代
ぞ
中
世

（室
町
時
代
）

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

山
之
内
遺
跡
は
、
現
在
の
大
和
川
に
北
接
す
る
微
高
地
の
上
に
位
置
し
、
現

地
表
面
の
標
高
は
約

一
一
ｍ
を
測
る
。
現
在
ま
で
の
調
査
か
ら
推
定
さ
れ
る
遺

跡
の
範
囲
は
、
東
西
二
節
、
南

北

一
・
五
血
で
、
弥
生
時
代
の

集
落
と
墳
墓
、
古
墳
時
代

。
奈

良
時
代

。
中
世
の
集
落
な
ど
が

検
出
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
調
査
地
は
、
遺
跡
北

東
部
の
Ｊ
Ｒ
阪
和
線
と
城
東
貨

物
線
に
狭
ま
れ
た
民
家
の
密
集

し
た
場
所
で
、
今
ま
で
発
掘
調

(大阪東南部)



1990年出上の木簡

査
が
あ
ま
り
行
な
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
所
で
あ
る
。
民
家
の
建
替
え
に
先
立
つ

調
査
の
た
め
、
面
積
が
約
二
〇
∬
と
狭
か
っ
た
が
、
土
坑

一
二
基
、
井
戸

一
基

を
検
出
し
、
遺
物
は
包
含
層
出
上
の
も
の
も
含
め
、
整
理
用
コ
ン
テ
ナ
約
五
〇

箱
分
が
出
土
し
た
。

遺
物
は
全
て
遺
構
内
に
廃
棄
さ
れ
た
状
況
で
出
上
し
、
そ
の
内
容
は
、
熔
解

炉
や
鋳
型

・
ふ
い
ご
の
羽
口
な
ど
の
鋳
造
関
係
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
総
じ

て
土
器
の
出
土
は
少
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
地
山
直
上
の
上
坑

一
基
だ
け
は
瓦

質
の
羽
釜

一
甕

・
括
鉢

・
青
磁
な
ど
の
上
器
、
瓦
、
円
礫
と
い
っ
た
遺
物
が
多

く
、
こ
れ
ら
に
混
じ
っ
て
少
量
の
炉
や
鋳
型
の
破
片
が
見
ら
れ
た
。
こ
の
上
坑

の
遺
物
か
ら
、　
一
四
世
紀
後
半
か
ら

一
五
世
紀
頃
の
年
代
が
考
え
ら
れ
た
。

今
回
の
調
査
に
関
連
し
て
特
記
す
べ
き
こ
と
は
、

「河
内
鋳
物
師
」
と
呼
ば

れ
る
鋳
物
師
集
団
に
つ
い
て
で
あ
ろ
う
。
丹
南
を
本
拠
と
し
て
活
躍
し
た

「河

内
鋳
物
師
」
は
、　
一
四
世
紀
頃
に
解
体
し
て
、
そ
の
一
部
が
住
吉

・
堺
あ
た
り

に
移
住
し
、
そ
の
移
住
先
の

「五
個
荘
」
と
呼
ば
れ
た
場
所
は

「我
孫
子

・
庭

井

・
杉
本

・
苅
田
」
と
い
っ
た
村
で
あ

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
今
回
の
調
査

地
は
、
現
地
名
で
い
え
ば
、
ま
さ
に
こ
れ
ら
の
村
た
に
囲
ま
れ
た
場
所
で
あ
り
、

検
出
さ
れ
た
遺
構
と
遺
物
は
、
こ
の
鋳
物
師
集
団
と
の
関
わ
り
を
想
定
さ
せ
る

も
の
で
あ
る
。

木
簡
は
、
井
戸
の
下
半
部
か
ら
廃
棄
さ
れ
た
大
型
の
炉

・
加
工
木
と
と
も
に

出
土
し
た
。
こ
の
井
戸
か
ら
は
少
量
の
土
器
が
出
土
し
た
が
、
時
期
を
断
定
す

る
に
は
至
ら
ず
、
こ
の
井
戸
が
土
器
の
多
く
出
土
し
た
土
坑
を
切
る
こ
と
か
ら
、

一
四
世
紀
後
半
か
ら

一
五
世
紀
頃
を
上
限
と
す
る
年
代
が
考
え
ら
れ
る
。

Ｓ
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

。
「
＜
　
　
　
急

々
如
律
令
　
　
　
　
」
　

　

μ『受
く
赴

Φ鰹

木
衡
の
頭
部
は
山
形
に
削
り
、
そ
の
直
下
に
切
ヶ
込
み
を
左
右
対
称
に
入
れ

て
、
縛
り
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

文
字
は
表
裏
両
面
に
墨
書
さ
れ
て
い
る
が
、
「民
」

か
ら

「子
」
ま
で
は
墨

が
薄
く
読
み
に
く
い
。

蘇
民
将
来
と
書
か
れ
た
面
の
第

一
字
日
は
大
日
如
来
を
意
味
す
る
梵
字
で
、

バ
ン
と
読
む
。
第
二
宇
目
は
目
を
表
わ
す
形
象
文
字
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
二
文

字
以
外
は
全
て
漢
字
で
あ
る
。
同
じ
面
の
第
三
字
日
と
第
八
字
日
は
、
大
阪
府

西
ノ
辻
遺
跡

翁
木
簡
研
究
』
七
、
八
）
や
観
音
寺
遺
跡

翁
木
簡
研
究
』
八
）か
ら
出

土
し
た
蘇
民
将
来
札
を
参
照
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ

「吉
」
と

「子
」
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

「蒸
」

の
字
は
魚
と
禾
の
位
置
が
現
在
の
字
と
は
逆
に
な
っ
て

い
る
。
こ
の
面
最
後
の
文
字

「宅
」
は
筆
画
が
多
く
、
西
ノ
辻
遺
跡
出
上
の
も

う

一
例
の
蘇
民
将
来
札
の
中
の

「宅
」
と

「也
」
の
二
文
字
が
比
較
的
密
着
し

て
書
か
れ
た
も
の
に
字
形
が
似
て
い
る
の
で
、
あ
る
い
は
こ
の
二
文
字
の
つ
も

り
で
書
い
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
一異
面
の

「急
」
の
字
な
ど
も
画

数
が
多
い
の
で
、
こ
の
文
字
の
書
き
手
の
く
せ
で
あ
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な

い
。 (1)

<
耳

目響
蕉≧
民
将
来

□寧
孫≧
住
宅



な
お
、
釈
読
に
つ
い
て
は
奈
良
大
学
水
野
正
好
氏
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究

所
史
料
調
査
室
の
諸
氏
か
ら
の
ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

松
本
啓
子

「山
之
内
遺
跡
の
ま
じ
な
い
札
」
（∽
大
阪
市
文
化
財
協
会

『葦
火
』

〓
〓
一　
一
九
九

一
年
）

（松
本
啓
子
）

大阪
。腿
囀
遺
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５６

所
在
地
　
　
　
大
阪
市
生
野
区
勝
山
北
三
丁
目

調
査
期
間
　
　
一
九
九
〇
年

（平
２
）

一
〇
月
を

一
一
月

発
掘
機
関
　
　
②
大
阪
市
文
化
財
協
会

調
査
担
当
者
　
高
井
健
司

・
松
本
百
合
子

遺
跡
の
種
類
　
遺
物
包
蔵
地

遺
跡
の
年
代
　
縄
文
を
江
戸
時
代

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

勝
山
遺
跡
は
、
大
阪
平
野
を
南
北
に
延
び
る
上
町
台
地
の
東
縁
に
あ
り
、
御

勝
出
古
墳
の
北
方
に
位
置
す
る
。
御
勝
山
古
墳
で
は
、
周
濠

・
造
出
し

。
葺
石

・
埴
輪
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、

築
造
年
代
は
五
世
紀
前
半
と
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
、
大
坂
夏
の

陣
の
際
に
徳
川
秀
忠
が
岡
山
本

陣
を
構
え
た
こ
と
が
知
ら
れ
て

お
り
、
当
時
の
堀
割
も
、
古
墳

の
西
側
で
見
つ
か
っ
て
い
る
。

調
査
は
古
墳
に
関
連
す
る
遺

構
の
存
在
を
予
想
し
、
後
円
部

7654321

(大阪東南部)




